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平成２９年度 事業計画書 

 

 

＜基本方針＞ 

 公益財団法人盛岡地域地場産業振興センターは，盛岡地域の自然と歴史，伝統のなかで育んできた

地域の文化に由来する地場の産業振興を目的として，平成２９年度も広域８市町との連携強化に努め

盛岡地域の地場産業の振興を図り，地場産業の育成と強化などに取組むこととする。特にも広域内の

若手工芸者やものづくり事業者等のネットワーク化を図り，盛岡手づくり村と一体となった組織を形

成し，岩手山麓で製作される工芸品や食品の県内外での紹介宣伝，普及啓発を図る他，地場産業の理

解向上を目的として，地域内の小中学校，老人施設を対象に体験学習や地場産品の資料展示を活用し

たキャリア教育，生涯教育の場の提供，人材育成事業による後継者の育成など公益事業を実施する。 

また，地域外商品の紹介，施設賃貸等に加え，出前による体験学習や宿泊施設への手づくり体験利

用券活用促進，インバウンドへの手づくり教室の紹介宣伝など新たな収益事業についても取り組み当

センターの運営安定を図るものとする。さらに，地場産業の普及や啓発に関する事業を受託し，幅広

く紹介宣伝することにより，公益事業への相乗的な効果に資する取組を進めるものとする。 

以上のことを踏まえ，平成２９年度は次の諸事業を実施する。 

 

 

１．地場産業振興事業 

 盛岡広域圏内の地場産業振興のため，地場産品の普及啓発を図る「地場産品紹介普及啓発事業」，

工芸品の振興を図り後継者の確保を目的とする「体験学習事業」，盛岡地域地場産業への理解向上と

将来の地場産業振興発展を目的とする「展示資料室運営事業」を公益事業として積極的に推進し，盛

岡地域内の地場産業の振興を図っていく。 

 

（１）地場産品紹介普及啓発事業 

①盛岡広域市町逸品コーナー設置 

   当振興センター展示即売室内に設けた「盛岡広域ベストセレクション」，「広域市町の新商品な

ど話題の商品紹介コーナー」，ネットショップ・盛岡市産業まつり「盛岡広域市町コーナー」の充

実を図るほか，新たにイベントスペースを利用した盛岡広域市長毎の展示会を開催し，新商品や

地場企業に関する情報発信機能を強化，販路拡大に努める。 

さらに，「手づくり村マルシェ」にて来村者への軽食の提供を図るものとし，盛岡広域の資源を

活用した固有のメニューの開発に努め，要望に沿った便益を提供する。 

②免税店の充実 

免税店の紹介に努め，周知を図り，外国人観光客の誘致に努める。外国人向けの展示案内や展

示物の紹介を工夫しながら，おもてなし度の向上に努める。 

③ふるさと納税返礼品に係る企画商品の開発 

  平成２８年度から盛岡市が実施している「ふるさと納税」に係る返礼品について地場産品と体

験教室又は旅行商品等の新企画を行い収益増大を図る。 

③盛岡市友好都市・うるま市の特産品交流展示 

   展示即売室内で，うるま市の観光と物産を紹介し，特産品である「泡盛」を展示即売する。 

④展示即売室の機能強化，充実 

・来場するお客様に地場産品に関する高度な情報提供を行う人材の育成を目的とし，展示即売室に
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従事する職員等の知識及び接遇等係る研修を実施する。 

・盛岡広域で製造，加工される地場産品について，国内外からの観光客・修学旅行生などの来村者

に対して展示紹介し，盛岡広域が持つ魅力の情報発信に努める。 

・イベントスペースを利用し，盛岡広域市町毎に展示会を開催し，地場産品普及宣伝に努める。 

・出展業者に対する販売情報提供サービスとして，POS システムデータを分析，活用し，毎月，販

売動向をきめ細かに提供し，新商品の企画，開発や販路開拓を支援する。また，事業者と当セン

ターによる販売促進会議や各種の情報提供，消費者の需要動向にも配慮した商品づくりに積極的

に働き掛けるなどし，地場産業界の商品開発力，販売力，企画力の向上を促すものとする。 

・来村客に対する商品提案や商品説明力を向上させ，販売実績に結び付けるため，事業者とともに

研修会を開催し，展示即売商品に関する知識習得，充実に努める。  

・「年間イベントカレンダー」を作成し，季節感を演出しながら変化のある売り場づくりに努め，来

村者の購買意欲の誘発を目指す。 

・イベントスペースの活用について事業者に対して周知を図り，展示会や試食販売の手法による効

果的な販売促進を図る。 

・商品構成の見直しや新商品の開拓を行い，お客様満足度の向上を図る。 

・展示即売室での接客を通して，消費者の需要動向の把握に努め，事業者へ情報提供を行うととも

に，食味を実感し購買意欲を喚起する試食販売に努めるなど盛岡地域の地場産品普及宣伝に努め

る。 

・修学旅行生の誘客を図るとともに，盛岡広域の地場産品の購買機会の拡大に向けて，土産品購入

額に応じ，扱い旅行代理店に対して手数料を提供する。  

・繁忙期の 5月，8月，10月に「お客様感謝抽選会」を開催し，購買意欲を喚起する。 

・消費者需要の高まる中元，歳暮の時期を中心に，即売室内にギフトコーナーを設置するほか，広

告宣伝に努め，地場産品の積極的な普及を図る。 

・消費者に対して効果的な商品説明に努め，消費者の視点に立った展示企画，表示を工夫し，消費

者に好まれ，選ばれる親切な売場作りを目指す。 

・接客サービスの向上に向けて，盛岡広域の窓口としての自覚を持った，おもてなしに努める。 

⑤見本市や物産展などへの参加，販売 

首都圏や北海道，沖縄県で開催される物産展，全国の地場産業振興センターでの交流物産展な

どで展示商品を紹介し，全国の消費者に対して盛岡広域の商品の普及宣伝を図り販路の拡大を目

指す。 

・県内外で開催される各種イベントに参加し，地場産品の普及宣伝に努める。 

・県内外の消費者から意見を収集し，商品に対する評価など事業者へ情報を提供し，商品の開発，

改良を支援する。 

・全国の地場産業振興センターへ出展を行い，地域外へ盛岡広域の地場産品の普及宣伝を実施する。 

・民間小売事業者と連携し出展販売を通じ，盛岡広域の地場産品の普及宣伝を行う。 

・盛岡市東京事務所と連携し首都圏での催事に出展し，盛岡広域の地場産品の普及宣伝を行う。 

⑥インターネット通信販売 

・バーチャルモール「盛岡市産業まつり」（http://www.rakuten.co.jp/morioka/）の運営を行い，

盛岡広域の商品を紹介し，インターネットの特性を利用した広域，無店舗による盛岡広域の地場

産品の普及宣伝を行い，随時，手軽で，身近なショップとしての充実を図り，地場産品の販売の

拡大を目指す。また，消費者動向の把握に努めながら商品構成の見直しや，新商品の開拓を図り，

掲載 500品目への拡大を目指す。 

・定期的にメールマガジンを発行し，地場産品に関する商品情報を提供し，消費者需要の掘り起こ

しに努める。 

http://www.rakuten.co.jp/morioka/）の運


 3 

 

（２）体験学習事業 

盛岡手づくり村が持つ最も優れた機能の一つである工房の職人の技を活かし，盛岡手づくり村

を訪れる方々を対象にした「体験学習」に加え，冬期間に手づくり教室の派遣を行う「出前によ

る手づくり教室」，近隣宿泊施設と提携し，宿泊客に盛岡手づくり村で手づくり体験ができる「盛

岡手づくり村利用券」の提供等を実施し，新たな顧客の開拓を行う。国内外から来村する方々に，

工芸品などの手づくりを通して，ものをつくる喜びと，楽しみ，感動を実感させることにより，

盛岡地域の文化や風土，そこから生み出されてきた工芸品への理解を深めることを目的とする。

平成 29 年度も首都圏や北海道への誘客宣伝に努めるほか，盛岡広域圏内の教育関係機関や地域

住民組織などへの働き掛けを強化する。 

・手づくり教室の開催（通年） 

     陶器，藍染，竹細工，わら細工，木工，はたおり，こけし絵付，こま絵付，陶器絵付，木の

実細工，冷麺（11 分野・24 コース） 

   ・多様なニーズに則した体験メニューの公募，実験的実施を行う。 

   ・団体体験学習の動向の把握及び旅行代理店，学校等を対象とした誘致ＰＲ活動のため，岩手

県等が主催する教育旅行誘致説明会に参加する。（札幌・函館・東京の３会場） 

   ・教育旅行向けパンフレット「ここに，技と心がある」を活用し学校関係者，旅行代理店関係

者に対する積極的な手づくり教室のセールス活動を行う。 

   ・海外からの観光客の手づくり教室利用を増やすため，県などの招請事業で視察に来場する海

外のメディアやエージェント関係者に対し手づくり教室の詳しい内容を説明する等積極的な

セールス活動を行う。 

   ・宮城県内の旅行代理店，小・中学校への誘致宣伝活動を行う。 

   ・修学旅行や団体旅行の行き先決定にかかる事前調査に来る学校の先生や，企業や団体の代表

に手づくり教室の詳細や盛岡手づくり村の魅力を伝えることで確実な来村確保に努める。 

   ・小・中学生の夏季，冬季の長期休業期に対応した体験メニューの研究を行う。 

   ・夏休み特別工作教室，冬休み特別工作教室を開催する。 

   ・成人を対象とした本格的な体験種目の研究開発を行う。 

   ・盛岡市内の宿泊施設や公民館等に対し手づくり教室の派遣を行う「出前手づくり教室」の周

知を図り実施する。 

   ・近隣の宿泊施設と提携し，宿泊客に盛岡手づくり村で体験学習ができる利用券の提供を行い，

新たな顧客開拓に努める。 

・盛岡広域の「食の匠」などの講師によるお菓子づくり教室，郷土料理教室など盛岡広域の食

文化を紹介する講座を企画，開催する。 

 

(３) 展示資料室運営事業 

盛岡地域地場産業への理解と振興発展を目的に，国内外から訪れる来村者に対して歴史や製造

工程，製作者等を資料やパネルで紹介するほか，伝統的工芸品の秀逸品の展示を行う。また，盛

岡広域の地場産業振興の充実を図るため，盛岡広域8市町の商工会担当者による組織作りを行い，

現在組織されている盛岡広域 8市町担当者会議と連携しながら広域地場産業の振興に努める。 

  ・盛岡広域の商工会担当者等による，地場産業振興に関する組織づくりを行い，盛岡広域連携中

枢都市圏ビジョン等について協議する「盛岡広域担当課長会議」と連携を図り，展示資料の充

実を図りながら広域地場産業の振興に努める。 

・展示即売室出展者やセンター構成団体等と連携した企画展の開催を行う。 

・盛岡広域市町と連携し展示資料の内容の精査や展示物の充実を図り，国内外から訪れる来村者
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に盛岡広域の産業，文化，工芸品の芸術度の高さへの理解が深まるように努める。 

・盛岡広域市町と連携し，広域市町の特産品展示コーナーを一層充実させることで盛岡広域の宣

伝紹介に努める。 

・小・中学校向け資料を作成し資料室を活用した学習を支援することでキャリア教育への対応に

努める。 

 

２. 人材育成事業 

盛岡地域の手づくり産業を担う技術後継者や経営後継者の育成を図り，地場産業の活性化と振

興に努める。盛岡広域で育まれてきた地場の産業の継続的な事業展開を目指し，講演会や研修会

などの開催を通し，技術力の向上や交流の促進に努める。 

 

（１）後継者養成事業 

手づくり産業の後継者が行う，新商品の開発や技術向上，市場の拡大を目指す展示会や研修

会などの各種事業や交流促進事業に対し，関係機関と連携しながら専門家の派遣や各種事業

企画，運営の協力，広告宣伝などに努め，成果向上に向けて積極的に支援する。 

 

（２）地場産業学習支援事業 

    盛岡広域内の就学児童・生徒に対し，手づくり産業への理解とキャリア教育の推進に向けて，

各教育委員会や保護者などの関係団体と連携を図り，その効果的な取り組みを行う。また，

成人に対しても各教育委員会や町内会，老人クラブなどの組織と連携を図りながら，生涯学

習の一環としても取り組むこととする。また， 

各教育委員会へ働き掛けながら教職員への理解の醸成に努める。 

  

３. 施設賃貸事業 

 南部鉄器協同組合・自動販売機業者及び一般利用者へ施設の賃貸を行い，当センター運営に必

要な収益の一部とする。 

 

４. 販売促進事業 

アロニアジャムやアロニアサプリメント，オリジナルアイス「なんじぇら？」の販売を進める。 

 また，盛岡地域外の収益性の高い商品や，集客性の高い商品等の販売を行い収益の拡大を図り，

センター運営にあてる収益の確保に努める。 

 

５. 共用施設維持管理事業 

盛岡手づくり村を構成する，盛岡市，盛岡地域地場産業振興センター，協同組合盛岡手づくり

村が共用する施設について，維持管理費を負担し合いながら，施設の管理を行う。 

 

６. 南部曲り家地場産品普及宣伝事業 

盛岡手づくり村の南部曲り家は，古くから馬産地である盛岡広域の伝統的な生活様式を現代に

伝える貴重な建造物である。この南部曲り家で工芸品の製作実演や伝統行事などを行うほか，体

験学習の会場としても活用し，地場産業の歴史や民工芸品を宣伝紹介し，地域文化への理解を得

るとともに手づくり品の振興を図る。 

・修学旅行団体など来村者に対して，盛岡広域の文化と地場産業を幅広く紹介することを目的と

して，こけしや，繭細工などの工芸品製作実演を行い，盛岡広域の地場産品を広く紹介する。 

・盛岡広域に古くから伝わる民俗・伝統行事などは地場産業の歴史と大きく関わりがあることか
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ら，郷土芸能や節句行事の開催を行い，一般来場者や外国人客のほか，修学旅行の学生団体を

対象に民俗・伝統行事等を将来に伝承する活動を行う。 

 

７. 地場産業普及啓発事業 

 盛岡広域の工芸品や食品を地域の文化とともに国内外に紹介し普及を図るため，地場産品とし

ての認証をするなどし品質やブランドの確立に努める。 

ア その他受託事業  

   その他単年度で実施する行政関係からの委託事業など，地場産業に係る普及啓発関  

 連事業を行う。 

 

８. 交流促進事業 

盛岡広域市町との連携を図りながら共に季節毎の催事を企画，開催するほか，他団体主催のイ

ベントの誘致や支援を行い地場産品の普及宣伝に努める。 

また，岩手山麓で工芸品を製作している事業者を集めた「（仮称）盛岡手づくり村岩手山麓も

のづくり市」や，北東北の伝統工芸品を集めた「（仮称）北東北工芸品市」の開催を企画する他，

盛岡市内に点在する「小さな博物館」を一堂に集め紹介する企画等，新たな企画について調査・

研究に取り組み，催事の充実を図る。 

 

   ・盛岡手づくり村盛岡広域ふるさと春まつり２０１７ （５月） 

   ・盛岡手づくり村チャグチャグ馬コ記念行事     （６月） 

  ・盛岡手づくり村盛岡広域ふるさと夏まつり２０１７ （８月） 

   ・盛岡手づくり村工房まつり            （９月）＊ 

   ・盛岡手づくり村盛岡広域ふるさと秋まつり２０１７（１０月） 

  ・盛岡手づくり村お正月特別営業催事        （１月） 

  ・盛岡手づくり村盛岡広域ふるさと冬まつり２０１８ （１月） 

・その他広域市町・関係団体の主催催事支援 

＊：工房まつり実行委員会主催事業 

  

９. 管理運営事業 

  盛岡広域の地場産業振興の拠点性を高めるために，情報の収集に努め，その共有化や発信機能を充

実させるほか，周辺施設との連携に努め来村者の誘客と利便性の向上に努める。 

 併せて，観光事業に取組む関係機関などと連携を強化し，競合する施設の中から，選ばれ， 

喜ばれる，盛岡手づくり村を目指す。 

（１）盛岡手づくり村の各施設の案内パンフレットを作成し，当振興センターの利用の促進を図る。 

 

（２）当村の環境の整備に努め，施設の安全性や清潔度を維持し，来村者の快適性，満足度の向上に

努める。 

 

（３）現在運営しているホームページ「盛岡手づくり村ドットコム」（http://tezukurimura.com/）に

盛岡広域市町の若手後継者や岩手山麓のものづくり事業者の紹介を図るなどホームページの充実

を図る。 

 

（４）アンケート調査を実施し来村者の要望や意向の把握に努め，利用者の利便性の向上や，各種サ

ービスの充実に努める。 

http://tezukurimura.com/）に
http://tezukurimura.com/）に
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（５）当振興センター玄関ロビーに設置している「盛岡広域インフォメーション」の充実を図り，観

光や催事の情報発信機能を強化する。 

 

（６）岩手山麓周辺の手づくり「工芸マップ」の製作を行い，盛岡広域で活動する工芸者を紹介し，

盛岡広域のものづくり文化の周知を図る。 

 

（７）各旅行代理店に対し，来村時などを捉えるなど積極的に誘致宣伝活動を実施し，来村者の増大

を図る。 

 

（８）当村や小岩井農場，つなぎ温泉で構成する，連携組織「ワイワイ手つなぎプロジェクト」へ参

画し，地域振興と周辺組織として協同の誘客宣伝に努める。 

 

（９）御所ダムビジョン推進協議会への参画し，誘客宣伝や地域振興に貢献する。 

 

（10）つなぎ温泉活性化委員会への参画し，誘客宣伝や地域振興に貢献する。 

 

（11）協同組合盛岡手づくり村と組織した「盛岡手づくり村環境整備委員会」にて，施設周辺の清掃

などの環境整備に取り組む。 

 

(12)全国地場産業振興センター協議会の運営に協力し，情報交換や連携事業などに努める。 

 

(13)岩手県や盛岡市が実施する当法人に対する指導，監督，評価事務などに的確に対応し，当法人の

健全な施設運営を図る。 

 

(14)旅の駅や，赤ちゃんの駅の指定を積極的に受けるとともに，来村者の利便性の向上に 

向けて施設機能の充実を図る。 

 

（15）職員による定期的な「経営会議」を開催し，振興センター運営にかかる情報の共有を図るとと

もに，健全な運営を行うための検討等を行う。 

 

（16）振興センター職員等の地場産業に関する知識の習得，服務遂行にかかる一般的な知識・技術等

の向上等を図るため，通年において職員研修を実施する。 

 

（17）マスコミに対し，盛岡手づくり村や振興センター等の各種の情報提供を行い取材によるパブリ

シティー活動の促進を図る。 
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平成 29 年度 公益財団法人盛岡地域地場産業振興センター収支予算 

                           平成 29 年 4 月 1 日から平成 30 年 3 月 31 日まで                （単位：千円） 

科目 

公益目的事業会計 収益事業等会計 

法人会計           合計 

公 1 公 2 収 1 収 2 他 1 他 2 他 3 他 4 

地場産業    

振興事業 

人材育成  

事業 

施設賃貸    

事業 

販売促進    

事業 

共用施設

維持管理

事業 

南部曲り家

地場産品普

及宣伝事業 

地場産業

普及啓発

事業 

交流促進    

事業 

Ⅰ  一般正味財産増減の部                     

 1. 経常増減の部                     

   (1)経常収益                     

     ①基本財産運用益                     

        基本財産受取利息 7 0 0 0 0 0 0 0 3 10 

       基本財産運用益計 7 0 0  0  0  0  0  0  3 10 

     ②事業収益                     

         事業収益 57,595 0 1,738 33,280 0 0 0 610 0 93,223 

         委託料収益 940 0 0 0 4,235 367 2,122 0 0 7,664 

         負担金収益 0 0 330 0 1,151 0 0 475 0 1,956 

       事業収益計 58,535 0 2,068 33,280  5,386  367 2,122 1,085 0  102,843 

     ③受取補助金等                     

         受取盛岡市補助金 42,183 788 0 0 827 414 0 788 0 45,000 

       受取補助金等計 42,183 788 0  0  827 414 0 788 0 45,000 

     ④雑収益                     

         受取利息 6 0 0 1 0 0 0 0 1 8 

         雑収益 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

       雑収益計 6 0 0  1  0  0  0  0  1  8 

     経常収益計 100,731 788 2,068 33,281 6,213 781 2,122 1,873 4 147,861 

  (2)経常費用 
事業費 管理費   

    事業費及び管理費 

      期首たな卸高 2,752 0 0 2,974 0 0 0 0 0 5,726 

      仕入高 15,320 0 0 13,780 0 0 0 0 0 29,100 

      期末たな卸高 ▲2,752 0 0 ▲2,974 0 0 0 0 0 ▲5,726 

      給料手当 26,396 646 0 653 674 337 0 646 3,168 32,520 

      臨時雇賃金 14,600 0 0 1,900 0 0 0 100 0 16,600 

      賞与引当金繰入額 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

      福利厚生費 7,892 142 0 442 153 77 0 142 654 9,502 

      旅費交通費 738 0 0 0 0 0 568 0 240 1,546 

      通信運搬費 939 0 1 206 0 0 400 0 54 1,600 

      建物・建物付属設備減価償却費 4,134 0 1,126 223 0 0 0 0 111 5,594 

      什器備品減価償却費 74 0 1 124 0 0 0 0 1 200 

    構築物減価償却費 2 0 1 1 0 0 0 0 1 5 

    ソフトウェア減価償却費 0 0 0 0 0 0 0 0 74 74 

      リース資産減価償却費 1,963 0 212 548 0 0 0 0 22 2,745 

      繰延資産減価償却費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

      消耗什器備品費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

      消耗品費 1,779 0 42 505 40 83 44 190 20 2,703 

      修繕費 420 0 100 20 268 0 0 0 10 818 

      印刷製本費 54 0 0 4 0 0 0 0 2 60 

      燃料費 110 0 0 8 0 0 0 0 4 122 

      光熱水費 8,762 0 320 590 1,705 10 0 0 330 11,717 

      賃借料 846 0 26 353 0 0 0 120 536 1,881 

      保険料 709 0 145 69 40 0 0 0 19 982 

      諸謝金 20 50 0 0 0 0 60 250 0 380 

      租税公課 5,012 0 1,076 1,515 0 0 0 10 10 7,623 

      支払負担金 70 0 0 0 0 0 0 100 340 510 

      委託費 8,502 0 1,900 647 6,106 274 0 800 895 19,124 

      会議費 0 0 0 0 0 0 0 0 5 5 

      設営費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

      出展料 2,118 0 0 1,140 0 0 800 0 0 4,058 

      広告宣伝費 0 0 0 0 0 0 250 30 0 280 

      手数料 2,991 0 0 750 3 0 0 0 0 3,744 

      渉外費 0 0 0 0 0 0 0 0 50 50 

      雑費 59 0 7 3 0 0 0 0 122 191 

事業費及び管理費計 103,510 838 4,957 23,481  8,989  781 2,122 2,388 6,668 153,734 

  経常費用計 103,510 838 4,957 23,481  8,989  781 2,122 2,388 6,668 153,734 

    当期経常増減額 ▲2,779 ▲50 ▲2,889 9,800 ▲2,776 0 0 ▲515 ▲6,664 ▲5,873 
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（単位：千円） 

科目 

公益目的事業会計 収益事業等会計 

法人会計           合計 

公 1 公 2 収 1 収 2 他 1 他 2 他 3 他 4 

地場産業    

振興事業 

人材育成  

事業 

施設賃貸    

事業 

販売促進    

事業 

共用施設

維持管理

事業 

南部曲り家

地場産品普

及宣伝事業 

地場産業

普及啓発

事業 

交流促進    

事業 

2. 経常外増減の部                     

  (1)経常外収益                     

     経常外収益計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

  (2)経常外費用                     

     経常外費用計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

       当期経常外増減額 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

       他会計振替額 ▲ 3,094 50 2,889 ▲ 9,800 2,776 0 0 515 6,664 0 

       税引前当期一般正味財産増減額 ▲ 5,873 0 0 0 0 0 0 0  0 ▲5,873 

       当期一般正味財産増減額 ▲ 5,873 0  0 0 0 0 0 0  0 ▲5,873 

       一般正味財産期首残高 410,853 0 113,292 28,641 0 0 0 0 7,633 560,419 

       一般正味財産期末残高 404,980 0 113,292 28,641 0 0 0 0 7,633 554,546 

Ⅱ  指定正味財産増減の部           

     ①基本財産運用益                     

         基本財産受取利息 7 0  0  0  0  0  0 0 3 10 

       基本財産運用益計 7 0 0  0  0  0  0 0 3 10 

     ②一般正味財産への振替額           

         一般正味財産への振替額 7 0  0  0  0  0  0 0 3 10 

       当期指定正味財産増減額 0 0  0  0  0  0  0 0 0 0 

       指定正味財産期首残高 19,000 0 0 0 0 0 0 0 8,370 27,370 

       指定正味財産期末残高 19,000 0 0 0 0 0 0 0 8,370 27,370 

Ⅲ  正味財産期末残高 423,980 0 113,292 28,641 0 0 0 0  16,003 581,916 
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資金調達及び設備投資の見込みについて 

 

 

事業 自 平成 29 年 4 月 1 日 

年度 至 平成 30 年 3 月 31 日 

 

 

 

（１）資金調達の見込みについて 

    当期中における借入れの予定の有無・借入がある場合の借入先等 

 

借入れの予定  あり ㋹ なし 

事業 

番号 
借入先 金 額 使  途 

 

 

   

 

 

 

 

（２）設備投資の見込みについて 

    当期中における重要な設備投資（除却又は売却を含む。）の予定の有無 

 

設備投資の予定  あり ㋹ なし 

事業 

番号 

設備投資の 

内容 

支出又は 

収入の予定額 

資金調達方法 

又は取得資金の使途 

 
 

  

 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 


